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考えて行動する子・自分の言葉で伝える子・自分も友達も愛せる子・最後までやり遂げる子
スロ一ガン：「みんなの笑顔あふれる田代友愛小学校」～みんなをみんなで～

春の足音が聞こえてきました。
卒業・進級に向けて一日一日を大切に！

寒さ厳しい日々が続いていますが、立春を迎え暦の上では春になりました。「一月は行く、
二月は逃げる、三月は去る」と言われるように、年度末は、今まで以上に一日一日が早く
過ぎ去っていくように感じます。冷たい雪の下でも春に向けての準備を粛々と進めている
パンジ一のように、子供たちも来るべき春に向けての準備を着々と進めているところです。
４月に一人一人の子供たちが自信と希望をもって新年度のスタ一トが切れるように、年度
のまとめと振り返りを確実に行っていきたいと思います。
また、８日（水）には学習成果発表会を予定しています。子供たちは、「相手に分かりや

すく伝えること」を目標に一生懸命練習に励んでいます。今年度の学習の集大成として「頑
張った顔・誇らしい顔」をたくさん見せてくれることと思います。成果だけではなく、学
びを発表に結び付けてきた過程で身に付けたたくさんの力に
ついても見取っていただけると嬉しく思います。
学校に子供たちの声が響いていること、子供たちの輝く笑

顔を見ることができることが大切な日常であることを今年度
も強く感じています。これからも一人一人の子供たちのもつ
可能性を最大限に伸ばせるような支援に心がけていきたいと
思います。保護者の皆様、地域の皆様の変わらぬ御支援・御
協力をよろしくお願いいたします。

☆スト一ンア一ト体験（４・５年）☆ ☆力作ぞろい！
～1月１３日（金）～ 「書き初め・新年の抱負の展示」☆

那須高原自然の家の職員二人を講師にお迎 １月１６日（月）から２０日（金）まで「書
えし、宿泊学習の際に行う予定だったスト一 き初め・新年の抱負の展示」が体育館で実施
ンア一ト創作活動を実施しました。子供たち されました。書き初めの今年のテ一マは、
は、各自で思い思いの形に削り上げる活動に 「友」でした。ＩＣＴ機器の普及で、文字を
集中して取り組み、個性豊かな作品に仕上げ 書くことが少なくなりつつある現代ですが、
ていました。 一画一画に心を込めて文字を書くことや伝統

文化を守ることの大切さについても子供たち
には伝えていきたいと思っています。

田代友愛小学校だより

第 10 号
令和5年2月７日発行

文責：渡邊 法子



- 2 -

～異学年での交流活動が友愛の心を育んでいます！～
☆笑顔いっぱい！低学年集会☆ ☆優しさいっぱい！クラブ見学☆

～1月２５日（水）～ ～1月２６日（木）～
１～３年生が縦割り班毎に３グル一プに分 来年度からクラブ活動に取り組む３年生が
かれて、低学年集会を行いました。異学年で クラブ見学を行いました。クラブ活動は、子
の共遊を通して、上学年としての自覚あふれ 供たちの「やりたい！」という気持ちを大切
る行動が見られたり、学年を問わず相手を思 に、望ましい人間関係を構築しながら自主的
いやる心の成長を感じ取ったりすることがで な態度を育む活動です。３年生が楽しめるよ
きました。楽しい時間の共有は、きっと心の うにとそれぞれのクラブの４～６年生が様々
つながりに結び付くものと思います。 な趣向を凝らした活動を工夫していました。

３年生も来年度への楽しみを増やすことがで
きたようです。

☆「第５回 プレゼンフェスティバル in 那須」が開催されました。☆
２月４日（土）、プレゼン力の向上を目的とした「第５回プレゼンフェティバル in 那須」
が行われました。一昨年度と昨年度は「YouTube ライブ配信」でしたが、今年度は町文化
センタ一を会場に三年振りに有観客対面式での開催となりました。本校からは、４年生の
４名が「プログラミングで住みよい町をつくろう～あったらいいな、こんな歩行者用信号
機」をテ一マに掲げ、総合的な学習の時間での学びを基にプログラミングで制作した音声
付き歩行者用信号機について発表しました。魅力ある町づくりに向けての創意工夫あふれ
る提案、そして身振り手振りを交えながら自分たちの考えや思いを聴衆に分かりやすく伝
えていた子供たちの堂々とした立派な姿に大きな感動をもらいました。今年度の学校教育
目標である「自律・表現・友愛・挑戦」の実現を感じ取ることもできました。

「命の週間について」
<２月１３日（月）～１８日（金）> 【訃報】

那須町では、２月の第３週に「命の週間」を設けていま 田代友愛小学校創立時
す。「命の教育」とは、生きていることに喜びを見い出し、 より地域教育コ一ディネ
自らの命を大切にするとともに他者の命も同様に尊重する 一タ一として御尽力いた
心を育む教育です。学校では、道徳科の学習や各種行事等 だいた阿久津由美さんが
の教育活動全体で取り組む道徳教育を軸に「命の教育」に 昨年１２月に逝去されま
取り組んでいます。自分の存在の大切さを認識している子 した。生前のご厚情に深
は、他者の存在の大切さも認識できます。自他の存在＝「命」 謝するとともに、心から
の大切さを実感できる子供たちとなるよう学校全体で支援 ご冥福をお祈りいたしま
していきたいと思います。 す。
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